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被験者の頭部に置いた多数の電極に交互に微弱電流を流し、記録された電位変化のデータか

ら頭部内部の電気的特性（電気インピーダンス）を画像化することを目的とし、頭部を二重円

筒としたモデルにより試作評価を行う。

測定対象物の内部電気インピーダンス変化により、その内部構造を３次元画像化するための

装置を試作し、電気インピーダンス変化の検出計算、３次元画像化計算等の計算精度および測

定方法の評価、改良を行った。

このモデルより

１．測定対象物外形（頭部モデルの外側の円筒）より内部構造（内側の円筒）の形状が測定

される。

２．二重円筒が同心円上に配置された場合には最も正確な形状測定ができた。

３．通流周波数が高いほどインピーダンス変化を得やすい。等の結果を得ることができた。

さらに電極や測定精度、プログラムの改良により、安価で全く新しい作動原理に基づい

た断層撮影装置の提供が期待できる。


